
第４３２号 ２０２０年５月　友 の 会 ニ ュ ー ス(  )1

▼
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
は
３
月
11
日
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
表
明
し
た
。

国
内
の
感
染
者
は
２
６

０
０
名
を
超
え
、
世
界

で
は
１
０
４
万
名
を
超

え
た
▼
東
京
・
大
阪
な
ど
の
都
市

圏
で
増
加
し
、
学
校
の
休
校
や
飲
食
、

観
光
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
多
大

な
影
響
が
出
て
い
る
▼
共
同
組
織

も
感
染
予
防
と
活
動
の
自
粛
が
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
▼
北
海
道
の

緊
急
事
態
宣
言
以
降
、
十
勝
で
は

友
の
会
の
活
動
に
自
粛
を
要
請
し
、

総
会
の
開
催
や
交
流
会
、
健
康
相

談
会
、
ふ
ま
ね
っ
と
や
サ
ロ
ン
な

ど
の
居
場
所
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
が
自
粛
さ
れ
た
▼
緊
急
事
態
宣

言
の
終
了
を
期
に
、
各
友
の
会
か

ら
活
動
の
再
開
を
願
う
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
会
員
の
居
場
所
づ

く
り
、
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
会

員
ど
う
し
の
支
え
合
い
の
活
動
の

再
開
を
望
む
声
が
嬉
し
い
▼
新
型

コ
ロ
ナ
は
、
罹
患
し
て
も
軽
症
で

治
癒
す
る
例
が
多
い
が
、
持
病
が

あ
る
人
や
高
齢
者
は
重
症
化
し
死

亡
者
も
報
告
さ
れ
て
い
る
▼
友
の

会
の
活
動
が
感
染
を
拡
大
す
る
場

所
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
活
動

の
再
開
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
感

染
予
防
が
必
要
だ
。
参
加
す
る
に

は
必
ず「
検
温
」を
行
い
、
風
邪
の

症
状
が
あ
る
場
合
は「
絶
対
に
参

加
し
な
い
」こ
と
が
必
要
だ
▼
会

場
は「
換
気
の
出
来
る
」「
広
い
会
場
」

で
、
手
指
の
消
毒
、「
マ
ス
ク
を
着
用
」

し
、
参
加
者
間
の
距
離
を
十
分
確

保
し
、
短
時
間
で
！
▼
新
型
コ
ロ

ナ
の
終
息
は
現
状
で
は
見
通
せ
な

い
。
十
分
な
感
染
予
防
を
し
て
、

友
の
会
活
動
を
行
な
お
う
。（
Ｙ
）

帯広病院を受診されるみなさまへ
ご理解とご協力のお願い
　現在帯広病院では、ご来院のすべての方に対してお声かけさせていただき、手指消毒のお願いと簡単
な問診を行っています。当日は体温をはかってからご来院ください。新型コロナウイルスの院内への持
ち込みを避け、全ての病院関係者とその家族、特に入院患者さんのいのちを守る取り組みです。面会も
原則禁止としております。毎日玄関に職員を配置しておりますので、お声かけに従っていただきますよ
うお願い致します。

『定期で通院されている方のお薬切れが心配です』
　普段は定期通院されていても、感染が心配で受診を控えている方も多いと思います。帯広病院では、来院者への手指消毒の徹底や、病院
玄関での問診などで症状がある方を別室で待機してもらうなどの感染対策を行っています。定期薬がなくなってしまい、持病が悪化する事
のないように適切に受診をお願い致します。また、普段定期的に通院されてる方は定期薬に限って電話での投薬（処方箋の発行）を行ってい
ます（期間限定）。ご要望の方はお電話ください。

＊発熱されている方の受診をお断りしているわけではありません
　体調の悪い方は受診をお勧めします。新型コロナウイルスの感染拡大の状況から、発
熱や症状の原因が不明で当院で対応できない場合は、保健所や他の医療機関と連絡を取
り合い、ご紹介させていただく場合があります。

＊以下に該当する方は、受診される前に帯広保健所へご相談ください
❶風邪の症状や37.5度以上の発熱が４日以上続く場合
　（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）
❷強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合
❸高齢者をはじめ、基礎疾患（糖尿病、心不全、呼吸器疾患（慢性閉塞性肺疾患など））
　がある方や透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている方の場合
・ 風邪の症状や37.5度以上の発熱が２日程度続いている
・ 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある

❹２週間以内に感染多発地域へ移動された方、または移動された方と接触された方。

＊帯広保健所：0155-26-9084（平日8時45分～17時30分）
　夜間休日の場合は北海道地域保健課へ：011-204-5020

　　　
※不明な点はお気軽に帯広病院にご相談ください

＊帯広保健所：0155-26-9084（平日8時45分～17時30分）
　夜間休日の場合は北海道地域保健課へ：011-204-5020

友の会員のみなさまへ
　一番大切な事は、私たち自身が自分の身を
守るための手段を取り、冷静に行動する事で
す。常に自分の健康状態を意識し、体調が悪
いときは必ず休んでください。具体的には石
けんやアルコールできちんと手を洗う事、3
密と言われる「密閉」「密集」「密接」を避けて栄
養と休息をしっかり取る事です。コロナウイ
ルス感染を防ぐためには隣の人と最低2ｍ以
上開ける必要があると言われています。その
ため病院では複数の職員が集まる学習会や会
議は行わない事にしました。皆さまにも同じ
場所で集まる事は極力避けて頂く事を十勝勤
医協としてお願いします。感染しない・させ
ない・拡げない事を積極的に行いましょう。

十勝勤医協 感染制御チーム責任者 
瀬川 高志（帯広病院副院長）
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シリーズ

憲法 がが
ああぶぶなないい

鶏と
さ
か冠
に
来
た
は
な
し

　

い
つ
も
一
緒
で
仲
睦
ま
じ
そ
う
な
御
夫
婦
が
居
た
。「
鴛
鴦
夫
婦
」？
タ
ク

シ
ー
の
乗
客
で
あ
る
。
旦
那
様
は
恰
幅
が
よ
く
素
敵
な
装
い
、
奥
様
は
小
柄

で
実
に
大
人
し
い
。
御
二
人
は
よ
く
病
院
へ
通
う
。

　

と
、
あ
る
日
の
事
、
奥
様
は
ほ
か
に
も
用
事
が
あ
り
御
一
人
で
別
の
所
に

向
か
っ
た
。
多
少
気
心
が
知
れ
た
せ
い
も
あ
り
、
身
の
上
話
に
花
が
咲
い
た
。

そ
こ
で
何
と
奥
様
は
旦
那
様
に
対
し
不
満
タ
ラ

く
な
の
だ
っ
た
。
嫁
い
で

か
ら
五
十
年
、
殆
ど
我
慢

く
の
日
々
だ
っ
た
そ
う
だ
。「
日
本
国
憲
法
第
二

十
五
条
」に
は
、〝
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て
成
立
し
…
〞と
あ
る
。

奥
様
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
御
二
人
は
互
い
の
両
親
の
合
意
に
基
づ
い
て
一
緒

に
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
と
。
見
る
と
聞
く
の
と
で
は
大
違
い
な
こ
と
も
あ
る
。

　

私
事
も
含
ま
さ
り
恐
縮
だ
が
、
我
が
家
の
場
合
は
例
え
て
言
う
な
ら「
軍
鶏
」

夫
婦
で
あ
ろ
う
。
立
派
な
鶏
冠
が
表
か
ら
は
見
え
な
い
が
双
方
に
あ
る
ら
し

い
。
口
論
に
な
る
と
暫
く
は
治
ま
ら
な
い
。
だ
が
こ
ち
ら
か
ら
噛
み
つ
い
た

り
は
け
っ
し
て
し
な
い
。
次
の
日
か
ら
路
頭
に
迷
う
の
は
私
の
方
だ
か
ら
だ
。

「
憲
法
二
十
四
条
」に
は
、
先
程
の
続
き
が
あ
る
。〝
夫
婦
が
同
等
の
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
相
互
の
協
力
に
よ
り
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〞

と
。
鴨
も
軍
鶏
も
い
ず
れ
は
鍋
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
極
上
の
出
汁
で
皆
に
喜

び
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

折
角
の
機
会
な
の
で「
憲
法
二
十
五
条
」に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
ぼ

く
の
契
約
相
手
は
国
民
で
す
」近
畿
財
務
局
に
て
文
書
の
改
ざ
ん
を
強
い
ら

れ
自
死
し
た
赤
木
俊
夫
さ
ん
の
信
念
の
叫
び
で
あ
る
。
条
文
で
は〝
す
べ
て

公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
〞と
あ
る
。

赤
木
さ
ん
の
無
念
を
想
う
時
、
そ
し
て
こ
の
難
局
を
見
る
時
、
永
田
町
霞
が

関
の
や
り
方
に
対
し
特
に
鶏
冠
に
来
る
の
で
あ
る
。

 

【
音
更
東
友
の
会　

佐
藤　

昇
】

無
料
低
額
診
療
事
業
利

用
者
の
薬
代
を
帯
広
市

が
助
成
す
る
こ
と
に
！

　

十
勝
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で

帯
広
市
議
会
に
提
出
し
た「
保
険

薬
局
に
対
す
る
無
料
低
額
診
療
事

業
に
関
す
る
陳
情
書
」

と
「
無
料
低
額
診
療

事
業
の
保
険
薬
局
へ

の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」（
２
０
２
０
年

３
月 

第
４
３
０
号 

1
面
掲
載
）
が
、
３

月
27
日
に
開
か
れ
た

帯
広
市
議
会
本
会
議

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
市
議
会
議
員
か

ら
、「
無
低
診
を
利
用

し
て
い
る
経
済
的

困
窮
者
に
と
っ
て
薬

代
は
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
」、「
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
制
度
が
不
十
分
」、「
薬

代
が
払
え
な
い
が
た
め
に
治
療
が

中
断
さ
れ
て
し
ま
え
ば
医
療
が
完

結
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」

な
ど
賛
成
討
論
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
無
料
低
額
診
療
を
利

用
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
薬
代
を

帯
広
市
が
助
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
薬
代
助
成
の
開
始
時
期
や

対
象
期
間
、
助
成
方
法
な
ど
の
制

度
設
計
に
つ
い
は
こ
れ
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
困
難
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、

そ
の
原
因
を
追
究
し

制
度
改
善
の
運
動

に
取
り
組
ん
だ
結

果
、「
薬
代
助
成
制
度
」

が
実
現
し
ま
し
た
。

【
民
医
連
十
勝
ブ
ロ
ッ
ク　

反
核
平
和
社

保
闘
争
委
員
会
事
務
局
長

 

　

江
口　

献
】

医療・介護
の現場から
シリーズ○103

澁　

谷　

七　

緒

患
者
さ
ん
や
家
族
の
立
場
に
立

ち
、
寄
り
添
っ
た
看
護
が
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 看

護
師

帯
広
病
院

福　

原　

ゆ
か
り

体
を
動
か
す
事
が
好
き
で
体
力

に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
心
を

こ
め
て
元
気
に
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

介
護
福
祉
士

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

加　

勢　

美　

樹

皆
様
に
と
っ
て
も
自
分
自
身
に

と
っ
て
も
、
介
護
が
楽
し
い
も

の
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
福
祉
士

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

江　

野　
　
　

愛

利
用
者
様
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん

引
き
出
せ
る
よ
う
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
ぶ
り
が
っ
こ
が

好
き
で
す
。

介
護
福
祉
士

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

沼　

山　

果　

代

こ
の
た
び
入
職
い
た
し
ま
し
た

沼
山
果
代
と
申
し
ま
す
。
配
属

先
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

介
護
福
祉
士

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

新入職員新入職員
の紹介の紹介

好評発売中

けんこう教室 働く人のほんとうの健康法（上）

食と健康 野菜で生活習慣病予防
石川県能登町まちのチカラ

新型コロナ対策

増田剛 新会長に聞く

終活講座新連載

2020 月号 380円5

お知らせください

　お引越しなどで住

所が変わられた場合は、

お手数ですが地域役

員さん（四面下部参照）

もしくは連絡会事務

局（21-4144）までご

連絡ください。
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先
生
と
気
軽
に
話
が

出
来
る
と
好
評
で
す
！

入
所
者
さ
ん
　

元
気
に

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す

白樺医院ケアセンター
白樺

　

３
月
26
日（
木
）15
時
か
ら「
浅
沼
Dr.
と
何
で
も
ト
ー
ク
」の

テ
ー
マ
で
地
域
無
料
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
肺
炎
流
行
の
影
響
も
あ
り
参
加
者
は
２
名
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
状
況
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
、
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
ま
し
た
。
後
半
は
生
活
習
慣
病
の
話

な
ど
参
加
者
の
関
心
に
沿
っ
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
無
料
健
康
相
談
会
は
、
毎
月
第

４
木
曜
日
の
15
時
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

色
々
な
テ
ー
マ
の
お
話
を
し
な
が
ら
療

養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
28
日

（
木
）は「
健
康
診
断
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」

（
講
師
は
看
護
師
）で
す
。

 

【
白
樺
医
院
事
務
長　

三
浦　

紀
秋
】

　

面
会
制
限
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
ヶ
月
余

り
が
経
ち
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
に
入
所

中
の
利
用
者
様
は
、
ご
家
族
に
会
う
こ
と

が
で
き
ず
、
淋
し
い
思
い
を
募
ら
せ
て
い

ま
す
。
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
同
じ
よ
う
に
、

元
気
な
姿
を
見
ら
れ
な
い
の
で
利
用
者
様

を
心
配
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

会
え
な
く
て
も
、
利
用
者
様
と
ご
家
族

を
つ
な
ぐ
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
療
養

棟
の
職
員
か
ら
提
案
が
あ
り
、
療
養
棟
の
新
聞
を
１
階
に
掲

示
し
て
、
衣
類
を
届
け
て
く
れ
る
ご
家
族
の
目
に
止
ま
る
よ

う
工
夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
様
の
顔
写
真
を
ア
ル
バ

ム
に
し
て
、
ご
家
族
に
ご
覧
頂
け
る
よ
う
に
用
意
し
ま
し
た
。

　

「
い
い
顔
し
て
笑
っ
て
い
ま
す
ね
」「
元
気
そ
う
で
安
心
し

ま
し
た
」な
ど
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
の
発
生
は
何
と
し
て
も
防
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
利
用
者
様
の
生
活
の
質
を
犠
牲
に
も
で
き
ま
せ
ん
。

職
員
全
員
の
知
恵
と
工
夫
で
、
利
用
者
様
の
彩
り
あ
る
生
活
、

ご
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
続
く

面
会
制
限
を
乗
り
切
り
た
い
で
す
。

 

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
副
施
設
長　

野
口　

寿
恵
】

　皆さんこんにちは！！
　だんだんと春らしい季節になってきました。さて、新型コロナウ
イルスの世界的な流行で外出の自粛等が続いておりストレスもたま
っているのではないかと思います。今回は、ウイルスや感染症予防
のために免疫力を高める食生活についてお話します。

【免疫力とは…】
　体内に病原体や異物が侵入しても発病に至らない、異物から体を

守ってくれる抵抗力のことを言います。免疫力を高めるには様々な

方法がありますが今回は３つお話します。

①適度な運動をする
　適度な運動を行い体温を上げることで免疫力がアップすると言わ

れています。体温が下がりすぎると血行が悪くなり免疫低下につな

がります。適度な運動で筋肉を低下させないことが大切です。筋肉

は常にエネルギーを使って熱を作っています。体温の約40％が筋肉

から生産されているともいわれています。筋肉が低下してしまうと

免疫力低下につながっていきますので適度な運動をお勧めします。

②栄養のバランスを大切に！！
　毎日の食事は免疫力に大きく関わっています。３食・主食と副食

をしっかりとりましょう。

　特にたんぱく質の多い食品は筋肉を作るのにとても大切です。運

動する上でもたんぱく質をしっかりとらないと筋肉が作られません。

　肉・魚・卵・大豆製品・乳製品をしっかりとりましょう。その他、

ビタミン、ミネラルも大切です。野菜類、きのこ類、海藻類、果物

類も忘れずにとりましょう。

③ぐっすり眠る
　睡眠中は免疫細胞の働きが活発になり免疫力を高めます。寝不足

に注意し、しっかり睡眠をとりましょう。

　以上のことからバランスの良い食事をとり体を動かし睡眠をしっ

かりとって免疫力を高めウイルスや感染症に負けない体づくりをし

ていきましょう。

【野菜のひき肉あんかけ】
 ～たんぱく質と野菜がとれる１品です！～
（143Kcal・たんぱく質7.7ｇ・脂質5.7ｇ・塩分1.2ｇ）

【材　料】　（１人分）

・豚ひき肉…30ｇ ・ブロッコリー……４房程度

・油…………２ｇ（小さじ１/ ２） ・じゃがいも………40ｇ

・ニンニク…小１かけ ・人参………………10ｇ

・しょうが…少々 ・コンソメ…１ｇ（小さじ１/ ４）

・長ねぎ……２㎝程度

　　・酒……３ｇ（小さじ１/ ２）

　　・砂糖…２ｇ（小さじ１/ ２）
Ａ

　・正油…５ｇ（小さじ１）

　　・水…50ml　

・片栗粉……１ｇ（小さじ１/ ４）

【作り方】
①ニンニク、しょうが、長ネギはみじん切りにする。

②ブロッコリー、ジャガイモ、人参は一口大に切る。

③鍋に油をひきニンニク、しょうがを炒めてからひき肉を入れ炒め

る。

④Ａの調味料で味をつけ水溶き片栗粉でとろみをつける。

⑤じゃがいも、人参はコンソメを入れて柔らかくなったらブロッコ

リーを入れてサッと煮て煮汁をきる。

⑥⑤の野菜を器に盛り③のひき肉あんかけをかける。

⑦みじん切りにした長ねぎを上にかざり出来上がり。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

栄養士栄養士ののとびら　とびら　
 ～ちょっと美味しい は・な・し～

ケアセンター白樺　管理栄養士　長谷川　美幸
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禁

決 □ 絶

崖

椿

軽 □ 田

井

解

止 □ 苑

厳

食

植 □ 情

心

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生
き
生
き

生
き
生
き
広
場
広
場

☎
〇
一
五
五

☎
〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
時
こ
そ
、
う
が
い
手
洗

い
を
し
っ
か
り
と
！

【
答　
　

え
】　

□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

出
題
者
は
中
川
光
夫
さ
ん
（
幕
別
町
）
で
す
。

札
内
東
友
の
会

　

札
内
東
友
の
会
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い

総
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
議
案
を
配
布
し
ご
一

読
頂
い
た
後
、
ご
意
見
・
感

想
を
寄
せ
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

雪
が
降
り
寒
い
日
と
な
っ

た
４
月
９
日（
木
）、
世
話
人

さ
ん
６
人
が
春
日
近
隣
セ
ン

タ
ー
前
に
集
合
、
３
密
を
避

け
な
が
ら
外
で
お
弁
当
と
議

札
内
東
友
の
会
の

 
取
り
組
み
を
取
材

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
阿
保　

富
男

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

二
七
五
六

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

 

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

 

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

案
書
を
セ
ッ
ト
し
そ
れ
ぞ
れ

担
当
を
決
め
て
、
地
域
へ
手

配
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
皆

さ
ん「
コ
ロ
ナ
に
ゃ
負
け
な

い
ぞ
」と
明
る
い
笑
顔
で
配

【
締
め
切
り
】

　

５
月
20
日（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
３
４
号

（
７
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
３
０
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
三
人
官
女
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
１
７
８
通
、
正

解
者
１
７
６
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

岩
野
利
幸　
　

小
松　

一

中
橋
由
美
子　

増
田
信
隆　

山
口
良
子　
　
（
帯
広
市
）

大
友
淳
一　
　
（
音
更
町
）

北
野
則
子　
　
（
幕
別
町
）

倉
科
弘
子　
　
（
新
得
町
）

山
下　

智　
　
（
大
樹
町
）

舟
越
き
み
恵　
（
陸
別
町
）

布
し
、
作
業
は
短
時
間
で
終

了
し
解
散
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
地
域
で
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

【
連
絡
会
事
務
局
】

読
者
の
声

読
者
の
声

【
芽
室
町　

吉
田
栄
治
さ
ん
、

ふ
さ
子
さ
ん
】

　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
デ
イ

ケ
ア
さ
ん
の
ひ
な
壇
の
写
真

を
見
て
癒
さ
れ
ま
し
た
。
我

が
家
に
は
七
段
の
も
の
は
な

い
の
で
、
お
写
真
拝
見
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

【
芽
室
町　

瘧
師
祐
子
さ
ん
】

　

先
日
の
利
用
者
様
と
の
会

話
。
安
倍
さ
ん
は
、
子
供
達

に
は
学
校
を
休
み
に
す
る
な

ど
色
々
と
会
見
で
話
す
け

ど
、
高
齢
者
に
は
何
も
な
い

よ
ね
。
今
の
国
を
こ
こ
ま
で

に
し
た
の
は
誰
な
の
か
を
考

え
て
欲
し
い
よ
ね
、
安
倍
さ

ん
じ
ゃ
な
く
今
の
高
齢
者
な

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
怖
い
で

す
ね
。
い
つ
終
息
す
る
か
わ

か
ら
な
い
不
安
を
ど
な
た
も

抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

孫
を
見
な
が
ら
一
日
も
早

く
外
で
自
由
に
遊
べ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
、
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
ご
活
躍
を
念
じ
て
お
り

ま
す
。

第29回友の会連絡会総会
中止のお知らせ

　新型コロナウイルスの感染拡大が広がり、終息の

見通しが立たない中、第29回総会は「多人数での屋

内集会」に該当すると判断し、開催を中止する事と

しました。

　総会に変わる会議として、各友の会の代表者（１

名）による地域別の代表者会議を感染対策を十分行

った上、少人数短時間で開催することを検討してい

ます。詳細につきましては決まり次第各役員さんへ

お知らせいたします。

　未だ経験の無い事態に直面していますが、役員の

皆さんのご協力をお願い致します。

「友の会ニュース」
配布にご協力ください
　毎月「友の会ニュース」をお読みいただきありが

とうございます。この機関誌は十勝管内の約17,000

名の友の会員のみなさんに、主に手配りで配布され

ています。しかしながら世話人さんの減少や高齢化

等により配布が困難となっている地域が多くあります。

　お住まいの地域の周りで、月に一回配布にご協力

いただける方を募っています。各地の友の会役員（四

面下部参照）または、連絡会事務局（21-4144）まで

お問い合わせください。ご協力をお願い致します。

ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
わ
か
っ

て
欲
し
い
ね
。
と
会
話
し
ま

し
た
。「
も
う
年
寄
り
は
い
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
仕

方
な
い
ん
だ
よ
ね
」と
言
わ

れ
、
寂
し
い
気
持
ち
に
。
早

く
終
息
し
て
欲
し
い
よ
、
コ

ロ
ナ
さ
ん
。

【
札
幌
市　

金
谷
恵
美
子
さ
ん
】

　

２
月
中
旬
最
高
気
温
が
２

ケ
タ
に
な
っ
た
り
と
暖
か
い

日
が
続
い
て
、
つ
ぼ
み
を
の

ぞ
か
せ
て
い
た
福
寿
草
が
何

度
も
雪
の
下
に
な
り
、
今
日
、

や
っ
と
、
日
中
の
暖
か
さ
で

黄
色
い
花
び
ら
を
の
ぞ
か
せ

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

【
帯
広
市　

井
口
と
み
子
さ
ん
】


